
 

 

ＷＴＯ一般理事会の結果概要 
 
                             平成２１年６月 

                           農 林 水 産 省 

 

 

○ 期間：平成２１年５月２６日（火）～２７日（水） 

 

○ 場所：ジュネーブ（スイス） 

 

○ 概要: 

（１）今後の交渉の進め方について、ラミー事務局長より、 

① 各交渉グループで、残された論点についての技術的な作業を継続

する、 

② 関係国間で、バイ（二国間）やプルリ（複数国間）の協議を通じ

て、各国の関心品目の具体的な取扱いについて透明性を高めるため

の作業を行う 

という２つのトラックを同時並行で進めていくべきとの提案。 

これに対して、多くの途上国より、残された論点についての作業を

通じてモダリティを確立することが重要であり、これまでのプロセス

を変える必要はないとの発言。 
 

（２）定例のＷＴＯ閣僚会議を、本年１１月３０日～１２月２日に、ジュ

ネーブにて開催することが決定。ラミー事務局長より、本閣僚会議は

ドーハ・ラウンド交渉とは切り離されるものであるとの発言。 

 

 

 （了） 


